
「みんな今日から１年生」「みんな今日から１年生」
　村内各小学校では４月７日、入学式が行　村内各小学校では４月７日、入学式が行
われました。われました。
　大河原小学校では、17人の子どもたちが　大河原小学校では、17人の子どもたちが
元気に入学。元気に入学。
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村税
9億1,179万5千円

(22.9%)

村民税（個人）
31.8％

2億8,926万9千円

4億8,457万8千円

3,839万8千円

軽自動車税　　　
2,375万4千円

入湯税　　　　　
10万円

7,569万6千円

固定資産税
53.1%

2.6％

村民税（法人）
8.3%

たばこ税
4.2％

地方交付税
13億7,000万円
(34.5%)

地方譲与税　1億600万円(2.7%)

諸収入　6,421万円4千円(1.6%)

村債　4億3,690万円(11%) その他　1億5,798万円(3.9%)

地方消費税交付金
　7,000万円(1.8%)

自動車取得税交付
　1,000万円(0.3%)

国庫支出金
　2億6,517万円(6.7%)
国庫支出金
　2億6,517万円(6.7%)

県支出金
　2億9,583万円(7.4%)
県支出金
　2億9,583万円(7.4%)

繰入金
　2億5,811万1千円(6.5%)
繰入金
　2億5,811万1千円(6.5%)

繰越金
　3,000万円(0.7%)
繰越金
　3,000万円(0.7%)

村税の内訳

歳 入

歳
入
の
概
要

歳　 入

用 語

解 説
の

39億7,600万円

自主財源 　村が独自に確保でき
るお金。村税や施設使用料など。
依存財源 　国や県の判断により
割り当てられるお金。地方交付
税のほか、村債も依存財源にあ
たる。
村税　皆さんからの税金で賄わ
れるお金。昭和村では、村民税、
固定資産税、たばこ税、軽自動
車税等が村税になる。
地方交付税 　地方公共団体が行
う業務を、すべての市町村が同

じように行えるために、ある一
定の基準で国が市町村に支給す
るお金。
地方譲与税 　国税として徴収し
たものを、市町村に対して譲与
するお金。
地方消費税交付金 　８％の消
費税のうちの1.7％分が地方消費
税交付金。交付基準によりあん
分して交付される。
自動車取得税交付金 　自動車
取得税の一部を財源として、村

道の長さや面積に応じて、県が
村へ交付するお金。
県支出金　県から市町村へ、特定
の事業に対して支給されるお金。
国庫支出金　国から市町村へ、
特定の事業に対して支給される
お金。
繰入金　他会計や基金などから
繰り入れたお金。
村債　事業を行うために村が借
りるお金。

　平成27年度の当初予算が、３月議会で可決されました。一般会計は39億7,600万円で、前年度当初予算

に比べ、4.4%の増額。特別会計は25億6,240万円です。

暮らしやすい村づくりを目指して

　

歳
入
で
も
っ
と
も
大
き
な
比
率

を
占
め
る
の
は
、
地
方
交
付
税
で

13
億
７
千
万
円（
対
前
年
度
同
額
）。

歳
入
全
体
の
34
・
５
％
を
占
め
て

い
ま
す
。

　

村
税
は
、
９
億
１
，１
７
９
万

５
千
円
で
対
前
年
度
比
５
％
の

減
。

　

地
方
譲
与
税
は
、
1
億
600
万
円

で
前
年
度
同
額
。

　

繰
入
金
は
、
２
億
５
，８
１
１

万
1
千
円
で
対
前
年
度
比
41
・

４
％
と
大
幅
な
減
。
こ
れ
は
、
財

政
調
整
基
金
繰
入
金
が
1
億
６
，

１
９
９
万
円
減
額
と
な
っ
た
た
め

で
す
。

　

自
主
財
源
は
、
14
億
１
，４
４

４
万
円
、
依
存
財
源
は
25
億
６
，

１
５
６
万
円
で
あ
り
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
等
の
依
存
財
源
が

歳
入
の
64
・
４
％
を
占
め
て
お
り
、

依
存
財
源
の
比
率
が
高
い
状
況
で

あ
り
ま
す
。

安心
安全
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歳 出

衛生費　2億965万7千円(5.3%)

総務費
6億2,628万1千円

(15.8%)

民生費
10億125万5千円
(25.2%)

農林水産業費
6億6,672万2千円

(16.8%)
土木費
3億395万1千円
(7.6%)

消防費
4億5,494万6千円
(11.4%)

消防費
4億5,494万6千円
(11.4%)

教育費
3億6,630万2千円(9.2%)
教育費
3億6,630万2千円(9.2%)

公債費
2億4,970万円(6.3%)
公債費
2億4,970万円(6.3%)

議会費　7,752万3千円(1.9%)議会費　7,752万3千円(1.9%) その他  1,966万３千円(0.5%)その他  1,966万３千円(0.5%)村債務残高（見込）
（単位：百万円）

平成26年
度末

平成27年
度末

一 般 会 計 2,534 2,751

簡 易 水 道
事 業 会 計

374 351

農業集落排
水事業会計

2,337 2,199

債務負担行為 164 123

合 計 5,409 5,424

※利子は含みません（債務負担行為は除く）

歳　 出

用 語

解 説
の

　

総
務
費
は
、
６
億
２
，６
２
８

万
１
千
円（
対
前
年
度
比
1.2
％
減
）

で
あ
り
ま
す
。

　

民
生
費
は
、
10
億
１
２
５
万
５

千
円
で
対
前
年
度
比
０
・
４
％
の

減
。

　

農
林
水
産
業
費
は
、
６
億
６
，

６
７
２
万
２
千
円
で
対
前
年
度
比

２
・
８
％
の
増
。

　

土
木
費
は
、
除
雪
車
の
購
入
を

予
定
し
て
い
ま
す
が
、
橋
り
ょ
う

維
持
費
の
減
に
よ
り
、
対
前
年
度

比
２
・
２
％
の
減
。

　

消
防
費
は
、
防
災
行
政
無
線
の

整
備
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
161
・

２
％
と
大
幅
な
増
。

　

教
育
費
は
、
社
会
体
育
館
の
耐

震
改
修
工
事
終
了
に
よ
り
、
対
前

年
度
比
21
・
１
％
と
大
幅
な
減
。

　

公
債
費
は
、
平
成
16
年
度
一
般

公
共
事
業
債
の
償
還
終
了
な
ど
に

よ
り
、
対
前
年
度
比
10
・
７
％
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

平成27年度
当初予算

歳
出
の
概
要

39億7,600万円

議会費　村議会の運営の経費や
議員報酬など。
総務費　おもに人件費や事務費、
広報しょうわの発行、選挙などの
お金。
民生費　社会福祉や児童福祉（保
育園の管理・運営など）、老人福祉
の経費。
衛生費　病気予防の各種健診や母
子保健事業の経費。毎日家庭から
出るごみ処理のための経費など。
農林水産業費　農林業の振興や
土地改良事業の経費。

土木費　村道・橋梁の整備や砂
防工事、除雪などの費用。
消防費　消防・防災施設整備の
経費（消防団の運営、消防詰所の
整備など）。
教育費　学校教育（小中学校の管
理費）や社会教育（講演会や各種体
育大会などの開催）、給食センター
の経費など。
公債費　過去に事業をするため
に借り入れた村債の元金・利子の
返済金。
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一般
会計

こんな事業を行います

一般会計39億7,600万円の使いみち

　災害発生時の情報伝達を行う
ため、村内に防災行政無線を設
置します。

事業費

２億８，６９０万円

防災行政無線設置工事事業
　一定の条件を満たす住宅の新
築及びリフォーム工事に対し、
経費の一部を補助します。

事業費

１，７００万円

新築住宅及びリフォーム補助金

　保育料を完納した村内保護者
に保育料の２０％を支給します。
また、新規事業として２歳未満
の乳児等を持つ村内保護者にお
むつ代等、日常生活用品の助成
金を支給します。
事業費

 　１，３５６万円

保育料第３子以降無料化事業
※ 子育て支援事業として、第３子目以降
の保育料の無料化を行います。

子育て支援助成事業

　美しい景観や農村風景、安心
安全な野菜を村内外にＰＲし、
あわせて健康増進の意識高揚を
図り、友好都市との交流をより
一層深めるため、マラソン大会
を開催します。
事業費　　

４５８万円

河岸段丘マラソン事業 道の駅あぐりーむ昭和・旬菜館管理運営事業道路維持補修・橋りょう維持事業
　道の駅あぐりーむ昭和・旬菜
館管理運営にかかる経費です。
各種イベントを行い更なる集客
に努めます。

事業費　　

６，１９６万円

　村道の維持補修のための舗装
工事や橋りょうの補修点検を行
います。

事業費　　

１億７，２３０万円
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村民一人当たりに使われるお金

平成27年度当初予算

農業集落排水事業
　貝野瀬生越、糸井三ツ
谷、昭和南、永井入原地区
の下水処理施設の管理と、
戸別浄化槽の設置及び管
理を行う会計です。

予算
 ３億６，５００万円

特別会計についてお知らせします 特別
会計

国 民 健 康 保 険
　農業、自営業、退職し
た人などの医療給付費と、
後期高齢者支援金と、農業、
自営業など40～64歳の
人の介護給付費を負担す
る会計です。
予算
１２億９，９２５万７千円

後 期 高 齢 者 医 療
　75歳以上（65歳から74歳
までの方で法令で定める程度
の障害の状態にあると広域連
合に申請し認定された）の方
の、医療を負担する会計です。

予算
 ７,８８６万６千円

介 護 保 険
　介護を必要とする人の
介護サービスや、介護予
防サービスを提供する会
計です。

予算
 ６億９，３８０万２千円

年間： 517,640円

人口： 7,681人

（H27.4.1現在）

土木費

 39,571円

消防費

 59,230円

総務費

 81,536円

教育費

 47,689円

民生費

 130,354円

公債費

 32,508円

衛生費

 27,295円

その他

 12,652円

農林水産業費

 86,801円

簡 易 水 道 事 業
　安全な上水を確保、供給す
る会計です。
　老朽管の更新や、水源浄水
施設と配水施設の維持管理
を行い安定供給をします。

予算
 １億２，５４７万５千円



6

消
防
団

交
通
指
導
員

              

平
成
27
年
度
ス
タ
ー
ト

新
役
員
さ
ん

を

 
紹
介
し
ま
す

　

い
よ
い
よ
平
成
27
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、新
し
い
区
長
さ

ん
や
消
防
団
・
交
通
指
導
員
の
皆
さ
ん
、役
場
職
員
・
教
職
員
の
人
事
異
動
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。（
敬
称
略
）

区

長

□
永　

井　
　

藤　

井　

常　

男

□
入　

原　
　

堤　
　
　

康
喜
智

□
川　

額　
　

星　

野　

幸　

一

□
鎌　

沢　
　

青　

木　

文　

夫

□
上　

組　
　

角　

田　

信　

明

□
中　

組　
　

倉　

澤　

良　

一

□
下　

宿　
　

真　

下　

廣　

行

□
入　

沢　
　

飯　

塚　

三　

郎

□
三
ツ
谷　
　

鈴　

木　

敏　

雄

□
北　

部　
　

長
谷
川　

得　

重

□
南　

部　
　

綿　

貫　

辰　

巳

□
吹　

張　
　

菅　

原　

清　

子

□　

宿　
　
　

加　

藤　
　
　

弘

□
中　

宿　
　

加　

藤　

隆　

男

□
中
内
出　
　

加　

藤　

和　

浩

□
常　

木　
　

金　

子　

幸　

雄

□
滝　

寺　
　

宮　

内　

正　

三

□
南
内
出　
　

石　

井　

栄　

一

□
上
内
出　
　

堀　

口　

民　

雄

□
田　

岸　
　

萩　

原　

安　

夫

□
大　

堀　
　

横　

坂　

末　

吉

□
滝
久
保　
　

林　
　
　

宣　

男

□
池　

原　
　

林　
　
　

幸　

司

□
生　

越　
　

林　
　
　

新　

一

□
中　

野　
　

石　

井　

正　

明

□
長
者
久
保　

生　

方　

一　

男

□
大
河
原　
　

山　

田　

春　

雄

□
追　

分　
　

萩　

原　
　
　

博

□
赤　

谷　
　

田　

口　

仁　

士

□　
　
　
　
　

須　

藤　

泰　

人

□　
　
　
　
　

荒　

井　
　
　

信

□　
　
　
　
　

中　

里　

信　

幸

□　
　
　
　
　

角　

田　

新　

一

団　　長

保坂　秀登さん

団　
　
　

長　

保　

坂　

秀　

登

副　

団　

長　

諸　

田　

光　

二

　
　

〃　
　
　

林　
　
　

正　

明

ラ
ッ
パ
長　

石　

井　
　
　

久

第
１
分
団
長　

布　

施　

智　

宏

第
２
分
団
長　

金　

井　

英　

樹

第
３
分
団
長　

竹
之
内　

直　

樹

第
４
分
団
長　

堤　
　
　

洋　

介

第
５
分
団
長　

石　

坂　
　
　

誠

第
６
分
団
長　

谷　

川　

慎　

一

第
７
分
団
長　

角　

田　

真　

樹

第
８
分
団
長　

横　

坂　

直　

幸

第
９
分
団
長　

星　

野　

元　

春

第
10
分
団
長　

林　
　
　

直　

登

隊　
　
　

長　

加　

藤　
　
　

仁

副　

隊　

長　

阿　

部　

正　

行

班　
　
　

長　

髙　

橋　

良　

明

　
　

〃　
　
　

鈴　

木　

勝　

行

隊　
　
　

員　

岡　

田　

勝　

哉

　
　

〃　
　
　

板　

橋　

和　

登

　
　

〃　
　
　

石　

井　

雅　

典

　
　

〃　
　
　

保　

坂　

貴　

仁

　
　

〃　
　
　

中　

村　

佳　

央

　
　

〃　
　
　

加　

藤　

幸　

久

　
　

〃　
　
　

青　

木　

み
ず
き

　
　

〃　
　
　

林　
　
　

佐　

織

隊　　長

加藤　仁さん

赤

城

原

第

一

赤

城

原

第

二

松
之
木
平

第

二

松
之
木
平

第

一

区
長
会
正
副
会
長

決
ま
る

　

区
長
会
議
が
４
月
６
日
に

行
わ
れ
、
区
長
会
長
に
赤
谷

区
長
の
田
口
仁
士
さ
ん
が
、
副

会
長
に
川
額
区
長
の
星
野
幸
一

さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

副会長

星野  幸一さん
会　長

田口  仁士さん
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議
会
事
務
局 

▼
局
長　

堤
重
典（
教
育
委
員
会
事

務
局
）

 

総
務
課 

▼
課
長　

新
木
要
、
▼
課
長
補
佐

大
久
保
真
志（
昇
任
）、
▼
係
長　

金
子
徹（
昇
任
）、
▼
主
査　

大
﨑

康
江（
産
業
課　

昇
任
）、
▼
主
事

（
課
付
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
派
遣
）　

横
坂
翼（
税
務
課
）、

▼
主
事　

阿
部
真
菜
実（
昇
任
）、

 

税
務
課 

▼
課
長　

角
田
正
良（
議
会
事
務

局
）、▼
課
長
補
佐　

真
下
伸
夫（
総

務
課　

昇
任
）、
▼
課
長
補
佐　

小

野
一
志（
昇
任
）、
▼
係
長　

林
重

則（
昇
任
）、
▼
主
事
補　

森
康（
新

採
用
）

 

出
納
室 

▼
会
計
管
理
者　

佐
藤
好
美（
企
画

課　

昇
任
）

 

保
健
福
祉
課 

▼
課
長
補
佐　

諸
田
光
明（
建
設

課
）、▼
課
長
補
佐　

小
野
妙
子（
昇

任
）、
▼
課
長
補
佐　

小
林
勉（
昇

任
）

 
企
画
課 

▼
係
長　

金
井
義
徳（
横
浜
市
派
遣

　

昇
任
）、▼
主
事　

山
後
和
浩（
昇

任
）、
▼
主
事　

石
井
裕
暢（
昇
任
）、

▼
主
事
補　

鈴
木
理
大（
新
採
用
）

 

産
業
課 

▼
係
長　

倉
澤
義
満（
昇
任
）、

▼
主
査　

金
子
千
恵（
総
務
課
）　

 

建
設
課 

▼
課
長
補
佐　

諸
田
光（
保
健
福
祉

課
）、
▼
主
任　

倉
沢
圭
亮（
昇
任
）

 

教
育
委
員
会
事
務
局 

▼
局
長　

兵
藤
勉（
出
納
室
）、

▼
課
長
補
佐　

諸
田
恵
一（
昇
任
）、

▼
主
査　

土
屋
明
美（
昇
任
）、

▼
主
任　

綿
貫
寿
美
子（
総
務
課
）、

▼
主
事
補　

諸
田
拓
也（
新
採
用
）

 

第
一
保
育
園 

▼
保
育
士　

石
井
菜
津
美（
復
帰
）

 

退
職
者 

▼
課
長　

小
林
勝
典（
総
務
課
）、

▼
調
理
師　

新
木
か
を
る（
第
二
保

育
園
）、▼
保
育
士　

小
林
瑞
樹（
第

一
保
育
園
）

フレッシュマンを紹介

教育委員会事務局

諸田　拓也
企画課

鈴木　理大
税務課

森　康

　教職員人事異動 敬称略
（　）内は前任校

転　入
□東小学校

教　　諭 栁　千佳子 （沼田北小）
教　　諭 山田　哲也 （川場小）

□南小学校

教　　頭 阿部　詩子 （ 行 政 ）
教　　諭 久保野笑美 （前橋鎌倉中）
教　　諭 髙橋　浩美 （新採用）
主 任
事務長代理 高宮　康輔 （沼田小）

□大河原小学校

校　　長 荒木富美子 （昭和南小）

□昭和中学校

教　　諭 入澤佐知子 （利根西小）
教　　諭 須藤　義昭 （高山小）
教　　諭 須田　秀昭 （片品中）
教　　諭 髙橋　香澄 （伊勢崎赤堀中）
教　　諭 亀井枝里子 （沼田南中）

転　出
新 治 小 金子三代子 （東小学校）
前橋桂萱東小 大津　彬子 （ 〃 ）
川 場 小 小林　康子 （南小学校）
県総合教育
セ ン タ ー 山岸　敬幸 （ 〃 ）
地 公 臨 河合由美子 （ 〃 ）
地 公 臨 田中　理香 （ 〃 ）
川 田 小 石山　朝香 （ 〃 ）
川 場 小 遠藤由理子 （大河原小）
片 品 中 岡田　秀久 （昭和中学校）
新 治 中 森田　雅則 （ 〃 ）
薄 根 小 大関久美子 （ 〃 ）
地 公 臨 星野理恵子 （ 〃 ）

退　職
教　　諭 新井八惠子 （南小学校）
教　　諭 宇敷美智代 （大河小学校）

役
場
職
員
人
事
異
動

（
４
月
１
日
付
）

新採用です!!

みなさん、よろしくお願いします。
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本村は、計画期間を10年間（平成17年度から平成26年度）とする昭和村第４次総合計画を策定し、これまで村民と

一体となったむらづくりに取り組んできました。

しかし、この10年間に、安全・安心や環境・エネルギー、コミュニティ等に関する問題意識の高まり、経済のグロー

バル化の進行等に対応する農業、地域産業の新しい方向性の模索など、わが国を取り巻く情勢は大きく変化してきて

います。

さらに、村内においては、近年、基幹産業の農業の大規模化が進んでいることや優良な企業の進出など村内産業の

活性化がみられる一方で、少子高齢化や人口減少問題は確実に進行しているほか、住民アンケートによる動向も近年

では文化スポーツ分野の充実や協働のむらづくりの充実などを求める声が大きく住民ニーズが変化してきていること

が見受けられます。

この状況を踏まえ第４次総合計画の計画期間の満了に伴いその達成度と評価を行い、こうした内外情勢と動向に的

確に対応し、村民と行政が一体となりさらに、これからの計画の方向性を加え、大きく発展していく昭和村を築いて

いくために、新たなむらづくりの指針としてここに「昭和村第５次総合計画」を策定しました。

◎将来像
将来像は、本村が今後10年間にわたって目指していく目標イメージを示すものです。

本村ならではの特性・資源を最大限に生かしながら、すべての村民が“私のふるさと”として自信を持って誇れ

るむらを創造する、という想いを込め、むらの将来像を次のとおり定めます。

昭和村第５次総合計画がスタートします昭和村第５次総合計画がスタートします

［ 昭和村の将来像 ］

◎基本目標

みんなでつくろう　元気な昭和村

基本目標１　みんなで進める自主・協働の村づくり
地方分権のむらづくりの時代に対応し、行政主導

の村づくりから、行政と住民が連携して取り組む住
民参画・協働のむらづくりの推進に積極的に取り組
みます。

基本目標３　みんないきいき スポーツ・文化の村づくり
みんなで支え合い安心して暮らせる健康と福祉の

むらづくりの一層の充実を図るとともに、生涯学習
活動や文化・スポーツ活動に親しむ環境づくりを推
進し、一人ひとりが生涯にわたっていきいきと暮ら
せるむらづくりに取り組みます。

基本目標５　農業を基幹に元気産業の村づくり
農業を基幹に、農業と商工業、観光とが連携した

地域ぐるみの特色ある産業振興に努め、村内雇用力
と村内定住力を高めた活力ある村づくりに取り組み
ます。

基本目標７　緑に包まれた人にやさしい村づくり
ごみ・リサイクル体制や再生可能エネルギーの開

発など資源循環型社会づくりの一層の推進を図ると
ともに、上下水道事業の安定や環境保全活動・景観
形成に努め、環境と共生するうるおいのあるむらづ
くりに取り組みます。

基本目標２　子育て応援・教育重視の村づくり
村の次代を担うこどもたちを健やかにたくましく

育むため、子育てしやすい環境づくりや学校教育の
充実、青少年健全育成や男女共同参画施策の推進に
総合的かつ重点的に取り組みます。

基本目標４　生涯安心　健康福祉の村づくり
助け合い支え合う地域づくりを進めながら、高齢

者や障害者等の介護・自立支援対策の充実に努める
とともに、村民の健康寿命の延伸に向けた健康づく
り体制・地域医療体制の一層の充実に取り組みます。

基本目標６　安全で生活便利な村づくり
防災・減災体制や生活安全体制の充実に努めると

ともに、道路・公共交通体系整備や住環境整備の推
進を図って、安全で便利な生活環境づくりに取り組
みます。

基本目標８　計画推進のために
各種の施策・事業を効果的に実施・展開するため

に、行財政運営の効率化や広域行政の推進に積極的
に取り組みます。



9

お せ知 ら

河岸段丘ハーフマラソンに伴う交通規制のお知らせ

当日は下記の予定でコースとなる道路の全面・片側の交通規制が行われます。
大会の進行具合により、時間が前後する可能性はございますが、皆様のご理解ご協力をお願いいたします。

交通規制（予定箇所）
　　　　　１　総合運動公園　追分信号～赤谷信号まで 全面通行止め ８：３０～１２：３０
　　　　　２　赤谷信号～森下「あかふ」信号まで 全面通行止め ８：３０～１０：００
　　　　　３　森下「あかふ」信号～関屋工業団地内まで 片側通行止め ９：００～　９：４５
　　　　　４　関屋工業団地内～大規模農道昭和の森西側まで 全面通行止め ９：００～１０：３０
　　　　　５　大規模農道昭和の森西側～中野バス停 片側通行止め ９：００～１１：４０
　　　　　６　中野ハス停～十二山神社南交差点 片側通子止め ９：３０～１２：００
　　　　　７　十二山神社西交差点～望郷ライン交差点 全面通行止め ９：３０～１２：００
　　　　　８　中野望郷ライン交差点～総合運動公園南側入口 片側通子止め ９：３０～１２：００

平成27年５月24日（日）  ９：00スタート  昭和村総合運動公園西側  望郷ライン　会場　昭和村総合運動公園

大会当日は、1,400人のランナーがコースを走り抜けます。
走り抜けるランナーに沿道での応援もお願いします。

9:00～9:45
片側通行止
9:00～9:45
片側通行止

8:30～10:00
全面通行止
8:30～10:00
全面通行止

9:00～10:00
片側通行止

9:00～10:00
片側通行止

9:00～9:45
全面通行止
9:00～9:45
全面通行止 9:00～10:30

全面通行止
9:00～10:30
全面通行止

9:00～10:30
全面通行止
9:00～10:30
全面通行止

9:00～10:30
全面通行止

9:00～10:30
全面通行止

9:00～11:40
片側通行止
9:00～11:40
片側通行止

9:00～12:00
片側通行止
9:00～12:00
片側通行止

9:30～12:00
全面通行止
9:30～12:00
全面通行止

9:30～12:00
片側通行止

9:30～12:00
片側通行止

8:30～12:30
全面通行止

8:30～12:30
全面通行止

9:00～10:30
全面通行止

9:00～10:30
全面通行止

総合運動公園
スタート・ゴール
総合運動公園
スタート・ゴール

ランナー
進行方向
ランナー
進行方向

ランナー
進行方向
ランナー
進行方向

ハーフコースハーフコース

5kmコース5kmコース

2kmコース2kmコース

9:00～9:30
全面通行止
9:00～9:30
全面通行止

○交通規制計画
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■支給対象
　　中学校卒業まで（15歳の誕生日後の最初の３月31日まで）の児童を養育している方

　【その他の要件】
　・国内に居住している児童が対象となります。（留学中を除く）
　・児童が施設に入所している場合や里親などに委託されている場合は、その施設の設置者や里親などが受給者となります。

■支給額

児童の年齢 児童１人あたりの月額
３歳未満 一律１５，０００円

３歳以上小学校修了前
第１子・第２子 １０，０００円
第３子以降 １５，０００円

中学生 一律１０，０００円
所得制限以上 一律　５，０００円

【所得制限限度額】

扶養親族等の数 所得制限額
０人 ６２２万円
１人 ６６０万円
２人 ６９８万円
３人 ７３６万円
４人 ７７４万円
５人 ８１２万円

■支給時期　年３回、６月・10月・２月に、それぞれの前月分までの手当を支給します。

■はじめに行うこと『認定請求』
　 　出生、転入などにより新たに受給資格が生じた場合、現住所の市区町村（公務員の場合は勤務先）に「認定請求書」を提
出すること（申請）が必要です。

　　市区町村の認定を受ければ、原則として、申請月の翌月分から手当が支給されます。
　 　ただし、出生日や転入した日（異動日）が月末に近い場合、申請日が翌月になっても異動日の翌日から15日以内であれば、
申請月分から支給します。

　　申請が遅れると、原則、遅れた月分の手当を受けられなくなりますので、ご注意ください。

　【必要な添付書類】
　　・健康保険被保険者証の写し（国民年金加入の場合は不要）
　　・請求者名義の金融機関の口座番号がわかるもの
　　・前住所地の市区町村長が発行する児童手当用所得証明書（その年の１月１日に昭和村に住所がなかった場合提出）
　　※この他にも、必要に応じて提出する書類があります。

■こんな時はお早めに届出を
　　児童手当受給者について、以下のことが生じた場合には届出をしてください。
　　届出がないことにより、手当が受給できなくなったり、手当をさかのぼって返還していただくとこがあります。

　１　他の市区町村に住所が変わるとき
　２　第２子以降の出生により養育する児童が増えた場合など、手当の額が増額になるとき
　３　児童を養育しなくなったことなどにより、支給対象となる児童がいなくなったとき
　４　同じ市区町村の中で住所が変わったとき、または養育している児童の住所が変わったとき
　５　受給者の方または養育している児童の名前が変わったとき
　６　受給者が公務員になったとき

■申請窓口　保健福祉課福祉係

児童手当制度について児童手当制度について

※ 「第３子以降」とは、
高校卒業まで（18歳の
誕生日後の最初の３月
31日まで）の養育して
いる児童のうち、３番
目以降をいいます。

※ 前年（１月から５月までの月分の手当については前々
年）の所得を審査します。 
※ 所得には一定の控除があります。
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お せ知 ら

　村税は私たちが安心して健康な暮らしをするために、重要な役割を持っています。福祉や保険といった社
会保障、教育、道路整備、ごみ処理など、様々な事業を進めるうえで、非常に大切な財源です。
　村税を滞納する事は、納期内に納税している大多数の村民との公平性を欠くことになります。また、村の
財政を圧迫し、住民サービスに支障をきたすことになります。このことから、納税相談もなく納付のない人
に対しては、滞納処分により強制的に徴収しています。

村税の納期内納付にご協力ください村税の納期内納付にご協力ください

　災害や盗難、本人や家族の病気、事業の休廃止、失業などのやむを得ない事情や、多重債務などにより村
税の納期ごとの納付が困難な場合、または一括納付が難しい場合には、分割納付に応じることもできます。
まずは、納付できない理由をお聞かせください。
※各村税の納期限は、年度初めに一覧表を全戸に配布いたします。
　また、「広報しょうわ」でも各月の納期限を掲載しますので、ご確認ください。

納税が困難な人は、一人で悩まず、放置せずに、早めにご相談を

連絡先　昭和村税務課　Tel　0278-24-5111　Fax　0278-24-5254

公平性の観点から、村税の滞納処分を強化しています。

◎滞納処分とは
　村が滞納者の財産を差押することです。

　私債権とは異なり、税を滞納している場合、村は裁判所

に訴える必要なく、差押できます。

◎滞納処分（財産差押）の対象となる財産
　債権 －預貯金、給与、年金、生命保険、所得税還付金、

売掛金、賃料など

　不動産－土地、建物

　無体財産権－出資金（信用組合、農業協同組合など）

　動産－絵画、自動車、バイクなど

◎納税は国民の義務です（憲法第30条）
　支払能力があるにも関わらず遊興費・住宅ローンの返済

などを優先し、納税いただけない人などが滞納処分の対象

となります。

◎納期内納付にご協力ください
　村税の納付は、納期内の自主納付が原則です。納期限を

過ぎた場合は、督促状の発送などに多額の経費が掛かり、

その経費も村税で負担することになります。納期内の納付

にご協力をお願いします。

◎延滞金について
　延滞金は、納期内納付している大多数の人との公平性か

ら課されるもので、納期限までに完納されないときは、そ

の翌日から完納の日までの日数に応じ平成27年中は年9.1％

（納期限日の翌日から１ヶ月の期間は2.8％）で計算され、

徴収します。

◎滞納処分までの流れ

○納税通知書発送

○督促・催告
　納期限を過ぎると、法令により督促状を発送します。延
滞金が発生する場合もあります。
　それでも納付していただけない人へは、文書や電話・訪
問などで納税の催告を行います。

○財産調査
　勤務先、金融機関、生命保険会社、官公庁、取引先など
への財産調査を行います。
　なお、本人の承諾は必要ありません。

○滞納処分（財産差押）
　再三の催告にも応じず、納税相談の連絡がない場合は、
財産の滞納処分（財産差押）を執行します。

○換価処分（債権取立・不動産公売）
　債権は原則即時で取立します。不動産については公売（売
却）により換価し、税に充当します。
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フォトコンテスト結果発表 入 賞 作 品
を紹介 （敬称略）

グランプリ 昭和村長賞

一　

般 

狩
野　

房
雄（
前
橋
市
）

「朝どり新鮮便」

「皆んな総出の村祭り」

「入道雲」

村づくり協力委員会長賞 赤城高原農業観光協会長賞

「ハロウィン」

一
般

坂
本　

た
つ
江（
桐
生
市
） 「豊穣の大地」

一
般

 

綿
貫　

勝（
昭
和
村
）

「雪の通学路」「とうもろこしに手をふるかかし」

一
般

 

野
田　

敏
夫（
昭
和
村
）

準
グ
ラ
ン
プ
リ

特　

選

「がんばれ～」

ジ
ュ
ニ
ア

 

石
井  

大
翔（
大
河
原
小
）

一
般

原
澤　

紀
代
子

 

（
み
な
か
み
町
）

一
般

横
坂　

先
夫（
昭
和
村
）

ジ
ュ
ニ
ア

菅
沼　

亮
太（
大
河
原
小
）

ジ
ュ
ニ
ア

 

井
上　

優（
沼
田
小
）

「
岩
山
に
囲
ま
れ
た
片
品
川
」

ジ
ュ
ニ
ア

藤
井　

裕
馬（
大
河
原
小
）

「
ト
ン
ボ
と
れ
る
か
な
？
」

ジ
ュ
ニ
ア

林　

瑚
雪（
大
河
原
小
）

ジ
ュ
ニ
ア

星
野　

美
空（
大
河
原
小
）

ジ
ュ
ニ
ア

金
崎　

壮
吾（
大
河
原
小
）

村議会議長賞農業委員会長賞教育委員会教育長賞

商工会長賞

「ママにも頂戴」

一
般

 

嶋
田　

文
六（
前
橋
市
）

「ひまわりと背くらべ」

「二恵二見橋」

「にじがでたぞ」
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フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
審
査

結
果
発
表
に
あ
た
っ
て

フォトコンテスト
実行委員会

⻆田　侃男会長

第５回「やさい王国昭和村」

株
式
会
社
賞　

星
野
敏
行（
川
場

村
）、加
藤
玲
那（
昭
和
中
）　

▼
株

式
会
社
ジ
ー
シ
ー
シ
ー
賞　

三
枝

伊
三
郎（
前
橋
市
）、大
竹
彩
寧（
大

河
原
小
）　

▼
株
式
会
社
並
木
賞

高
野
暢
朗（
前
橋
市
）、堤
花
歩（
昭

和
中
）　

▼
群
馬
県
写
真
材
料
商

組
合
賞　

前
原
賢
司（
前
橋
市
）、

後
藤
匠
星（
大
河
原
小
）　

▼
株
式

会
社
フ
ジ
カ
ラ
ー
プ
ロ
フ
ォ
ト

セ
ン
タ
ー
賞　

御
供
良
一（
藤
岡

市
）、竹
吉
紗
那（
大
河
原
小
）

　

沢
山
の
ご
応
募
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ジ
ュ
ニ
ア

の
応
募
に
は
学
校
や
家
族
の

援
助
が
必
要
で
あ
り
、
指
導

や
助
言
の
違
い
か
ら
か
、
応

募
数
に
差
が
出
た
た
め
、
地

域
的
に
入
賞
者
に
片
寄
り
が

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

松
井
拓
馬（
大
河
原
小
）　

▼
株
式

会
社
エ
フ
エ
ム
群
馬
賞　

薊　

金

一（
前
橋
市
）、櫻
澤
る
る（
東
小
）

▼
キ
ヤ
ノ
ン
電
子
株
式
会
社
賞　

小
林
健
一（
埼
玉
県
）、髙
𣘺
美
海

（
大
河
原
小
）　

▼
味
の
素
フ
ァ
イ

ン
テ
ク
ノ
株
式
会
社
賞　

河
内
清

（
桐
生
市
）、佐
々
木
茉
美（
大
河
原

小
）　

▼
藤
森
工
業
株
式
会
社
賞

　

永
井
清
道（
前
橋
市
）、菅
沼
里

菜（
大
河
原
小
）　

▼
株
式
会
社
新

鮮
便
賞　

峰
川
文
一（
沼
田
市
）、

関
上
颯
太（
大
河
原
小
）　

▼
株
式

会
社
日
立
金
属
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
賞　

堤
久
二
男（
昭
和
村
）、井

上
大
希（
沼
田
市
）　

▼
株
式
会
社

ワ
ー
ナ
テ
ッ
ク
賞　

秋
山
正
則

（
藤
岡
市
）、中
村
有
伴（
千
葉
県
）

▼
Ｊ
Ａ
利
根
沼
田
農
業
協
同
組
合

賞　

中
村
隆
雄（
高
崎
市
）、松
井

楓
夏（
大
河
原
小
）　

▼
久
呂
保
郵

便
局
賞　

今
井
健
雄（
横
浜
市
）、

石
井
望
愛（
大
河
原
小
）　

▼
糸
之

瀬
郵
便
局
賞　

真
下
伸
夫（
昭
和

村
）、見
城
杏
実（
東
小
）　

▼
道
の

駅
「
あ
ぐ
り
ー
む
昭
和
」賞　

土

谷
唯（
沼
田
市
）、加
藤
智
貴（
東

小
）　

▼
日
帰
り
温
泉
施
設

｢

昭

和
の
湯｣

賞　

樺
沢
祥
次（
吉
岡

町
）、菅
原
祐
樹（
大
河
原
小
）

▼
昭
和
村
さ
く
ら
工
房
賞　

木
暮

才
一（
渋
川
市
）、高
橋
諒
成（
大
河

原
小
）　

▼
沼
田
エ
フ
エ
ム
放
送

▼
横
浜
市
教
育
委
員
会
賞　

井
上
俊
彦（
高
崎

市
）、阿
部
諭（
昭
和
中
）　

▼（
財
）横
浜
市
体
育

協
会
賞　

小
室
英
子（
み
な
か
み
町
）、二
口
心

寧（
大
河
原
小
）　

▼
上
毛
新
聞
社
賞　

中
村
隆

雄（
高
崎
市
）、小
沼
蒼
生（
大
河
原
小
）　

▼
群
馬

テ
レ
ビ
株
式
会
社
賞　

星
野
敏
行（
川
場
村
）、

「日本で最も美しい村」
連 合 加 盟

ポスターの部門 縦長サイズ限定の部門です。

横
浜
市
会
議
長
賞

 

峰
川　

文
一（
沼
田
市
）「初夏」

群
馬
県
観
光
物
産
国
際
協
会

　

理
事
長
賞 

渡
辺　

信
義（
埼
玉
県
）

「夕焼の野菜畑」

群
馬
県
知
事
賞三

枝　

伊
三
郎（
前
橋
市
）「星降る里」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
橋
放
送
局
長
賞

植
竹　

繁（
太
田
市
）「御室桜満開」

横
浜
市
長
賞

綿
貫　

勝（
昭
和
村
）「白い花の咲く頃」

そ
の
他
の
特
別
賞
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）

 

※
各
賞
と
も
先
が
一
般
、後
が
ジ
ュ
ニ
ア
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３
月

新
し
い
行
政
相
談
員
と
し
て
、

角
田
信
明
さ
ん（
森
下
上
）が
４

月
１
日
付
け
で
総
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
員
は
、
行
政
相
談

委
員
法
に
基
づ
き
各
市
町
村
に

設
置
さ
れ
る
役
職
。
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
、
行
政
の

仕
組
み
や
手
続
き
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
な
ど
の
相
談
を
受
け
、

解
決
の
た
め
の
助
言
や
関
係
行

政
機
関
に
対
す
る
通
知
な
ど
を

無
報
酬
で
行
っ
て
い
ま
す
。

行
政
相
談
員
に

 

角
田
信
明
さ
ん行政相談員に委嘱された角田信明さん

表彰状を手にする
諸田るり子さん卒業証書の授与

諸
田
副
団
長
夫
婦
に
消
防
表
彰

群
馬
県
消
防
大
会
が
３
月
20
日
、
群
馬
会
館

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
日
本
消
防
協
会
会
長
表

彰
や
消
防
防
災
功
労
知
事
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

大
会
で
は
、
村
消
防
団
諸
田
光
二
副
団
長
に

表彰状を受け取る諸田光二副団長

健
康
大
学
生
23
人
が
卒
業
式

健
康
大
学
の
第
５
回
卒
業
式
が
３
月
26
日
、

村
保
健
セ
ン
タ
ー
研
修
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

健
康
大
学
は
、
日
常
生
活
の
健
康
づ
く
り
に

役
立
つ
こ
と
を
学
び
、
参
加
者
に
健
康
で
楽
し

く
過
ご
し
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
。
体
操
や
体

力
測
定
、
音
楽
療
法
な
ど
各
分
野
の
専
門
家
を

講
師
に
招
き
、
１
月
か
ら
14
回
に
わ
た
っ
て
教

室
を
開
催
し
ま
し
た
。

卒
業
式
で
は
、
修
了
を
迎
え
た
大
学
生
23
人

に
堤
村
長
か
ら
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
卒
業
生
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
「
生
活
し

て
い
く
う
え
で
健
康
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
。

こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
に
う
つ
し
て
い
き

卒業を迎えた健康大学生の皆さん

日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰
で
精
績
章
が
贈
ら
れ

た
ほ
か
、
諸
田
副
団
長
の
妻
・
る
り
子
さ
ん
が

県
消
防
協
会
会
長
表
彰
の
家
族
の
部
で
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

諸
田
副
団
長
は
平
成
４
年
の
入
団
以
来
、
永

年
に
わ
た
り
村
消
防
団
活
動
に
取
り
組
み
、
平

成
24
年
か
ら
は
村
消
防
団
副
団
長
と
し
て
、
消

防
防
災
の
要
と
な
る
消
防
団
の
指
揮
者
と
し
て

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
家
族
の
部
で
表
彰
を
受
け
た
諸
田
る

り
子
さ
ん
は
、
消
防
団
活
動
の
重
要
性
を
認
識

し
、
永
年
に
わ
た
り
夫
・
光
二
さ
ん
の
消
防
団

活
動
を
支
え
続
け
て
き
ま
し
た
。

た
い
」
や
「
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
と
て
も
楽

し
い
日
々
を
送
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
」な
ど
、

健
康
大
学
で
の
思
い
出
を
振
り
返
り
、
今
後
の

目
標
を
発
表
し
ま
し
た
。
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高
橋
政
男
さ
ん（
橡
久
保
北

部
）が
村
内
の
小
学
校
を
巣
立

つ
79
人
の
児
童
に
小
鳥
の
巣
箱

を
贈
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
高
橋
さ
ん
が
冬
場

に
間
伐
材
な
ど
を
利
用
し
、
手

づ
く
り
で
制
作
し
た
も
の
で

「
卒
業
す
る
児
童
に
学
舎
に
巣

箱
を
設
置
し
、
そ
の
様
子
を
見

に
い
つ
で
も
帰
っ
て
来
ら
れ
る

よ
う
に
」
と
毎
年
贈
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。

南
小
学
校
で
は
３
月
20
日
に

手
渡
さ
れ
、
巣
箱
を
受
け
取
っ

た
６
年
生
の
児
童
た
ち
が
喜
び

の
表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

高
橋
政
男
さ
ん
が

 

小
鳥
の
巣
箱
を
寄
贈巣箱を受け取った児童たち（南小）

村
と
農
業
委
員
会
が
主
催
す
る
家
族
経
営
協

定
調
印
式
が
３
月
27
日
、
役
場
会
議
室
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
農
業
経
営
に
お
い
て
家
族
ひ

と
り
ひ
と
り
の
役
割
と
責
任
を
明
確
に
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
意
欲
と
能
力
が
十
分
に
発
揮
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
目
的
。

ン
に
到
着
。２
日
目
は
、国
内
線
で
マ
ン
ダ
レ
ー

市
へ
向
か
い
、
そ
こ
か
ら
陸
路
キ
ン
ウ
ー
市
へ

移
動
。
雲
昌
寺
前
住
職
の
故
中
村
一
雄
氏
が
寄

贈
し
た
小
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。
小
学
校
で

は
、
昭
和
村
内
の
小
学
校
な
ど
か
ら
寄
附
し
て

い
た
だ
い
た
筆
記
用
具
を
手
渡
す
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
や
先
生
方
と
交
流
し
ま
し
た
。

３
日
目
は
、
ヤ
ン
ゴ
ン
中
心
部
に
あ
り
シ
ン

ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
寺
院
「
シ
ュ
エ
ダ
ゴ
ン
パ

ゴ
ダ
」
な
ど
を
見
学
。

最
終
日
は
、
ヤ
ン
ゴ
ン
市
内
の
散
策
や
日
本

語
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。

８
家
族
が
家
族
経
営
協
定
の
調
印

協定書に調印する家族

産
業
青
年
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
視
察

昭
和
村
産
業
青
年
海
外
派
遣
事
業
が
３
月
５

日
か
ら
９
日
の
５
日
間
に
わ
た
っ
て
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
産
業
青
年
を
海
外
に
派
遣
す

る
こ
と
で
、
国
際
的
視
野
を
持
ち
、
社
会
人
と

し
て
質
の
高
い
能
力
を
身
に
つ
け
た
青
年
を
育

成
す
る
こ
と
が
目
的
。村
独
自
の
事
業
と
し
て
、

平
成
15
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
派
遣
さ
れ
た
の
は
、
織
田
澤
祐
子
さ
ん

（
南
部
）、
角
田
純
子
さ
ん（
赤
谷
）、
渡
辺
実
佳

さ
ん（
赤
谷
）、
田
村
有
梨
沙
さ
ん（
滝
久
保
）、

中
島
知
里
さ
ん（
藤
井
）の
５
人
。

１
日
目
、
宿
泊
地
と
な
る
旧
首
都
の
ヤ
ン
ゴ

故中村氏が寄贈したキンウー市内の小学校を訪問

謝辞を述べる
桒原孝明さん

調
印
式
は
８
家
族
27
人
が
式
に
臨
み
、
今
回

を
含
め
村
内
の
締
結
数
は
151
家
族
と
な
り
ま
し

た
。開

式
に
あ
た
り
林
祐
司
農
業
委
員
会
長
が

「
今
回
調
印
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
は
昭
和
村
の
農

業
が
日
本
の
代
表
と
な
る
よ
う
、
こ
れ
を
機
に

さ
ら
な
る
発
展
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。

調
印
締
結
後
に
は
、
代
表
の
桒
原
孝
明
さ
ん

（
赤
城
原
第
二
）が
「
今
後
は
家
族
経
営
農
家
と

し
て
、
安
定
し
た
農
業
経
営
の
確
立
や
後
継
者

の
育
成
な
ど
、
村
農
業
の
発
展
や
活
性
化
に
向

け
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。



　新婚さん、金婚を迎えたご

夫妻の登場者を募集していま

す。自薦・他薦は問いません。

皆さんどしどしご応募くださ

い。【問い合わせ】役場企画課

広報統計係☎２４－５１１１

（内線１４１）

今 月 の
イチオシ

16

　

村
公
民
館
図
書
室
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
本
が

皆
さ
ん
を
待
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

月
曜
日
〜
金
曜
日　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６
時

公
民
館
図
書
室
利
用
時
間

カエルと王かん
なかじま ゆうき（著）

ＢＬ出版 

きいちゃん
ながやま ただし（著）  

ＢＬ出版

どこかいきのバス
井上　よう子（著）
文研出版 

　おかあさんとけんかをして
うちをとびだしたぼくのまえ
に、「どこか」いきのバスがあ
らわれた。このバス、なんだ
かへんだぞ。のりこんで、い
きたいばしょを言ってみると、
たちまち、バスのかたちがか
わって…。

路上のストライカー
マイケル・ウィリアムズ（著）

岩波書店

下流社会
三浦 展（著） 
光文社

向
むか

　井
い

　春
はる

　吉
きち

さん（79歳）
 ・　　 　
　　　　ユキ子

こ

さん（73歳）
（昭和40年８月25日入籍）

「
こ
れ
か
ら
も
仲
良
く
」

　

｢

夢
中
で
働
き
、
気
が
つ
け

ば
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
50

年
」
そ
う
振
り
返
る
の
は
向

井
春
吉
さ
ん
・
ユ
キ
子
さ
ん

ご
夫
婦
。「
時
代
の
流
れ
と
と

も
に
こ
の
辺
り
も
ず
い
ぶ
ん

変
わ
っ
た
。
道
は
舗
装
さ
れ
、

牛
を
使
っ
て
畑
を
耕
し
て
い

る
風
景
が
よ
く
見
ら
れ
た
の

が
今
で
は
嘘
の
よ
う
。
便
利

な
時
代
に
な
っ
た
」
と
声
を

そ
ろ
え
ま
す
。

　

春
吉
さ
ん
は
中
学
校
を
卒

業
後
、
沼
田
営
林
署（
現
在
の

利
根
沼
田
森
林
管
理
署
）に
就

職
。
平
成
８
年
ま
で
勤
務
さ

れ
ま
し
た
。
ユ
キ
子
さ
ん
は

農
家
の
お
手
伝
い
を
す
る
傍

ら
家
事
を
こ
な
し
、
家
庭
を

支
え
ま
し
た
。「
10
代
で
仕
事

を
始
め
た
け
れ
ど
、
大
変
だ

と
思
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
ね
。

と
に
か
く
一
生
懸
命
頑
張
っ
た
」

と
春
吉
さ
ん
は
当
時
を
振
り

返
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
お
二
人
に
趣
味
を

尋
ね
る
と
、
春
吉
さ
ん
は
健

康
づ
く
り
を
兼
ね
た
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
。「
老
人
会
の
仲
間
た

ち
と
集
ま
っ
て
話
を
す
る
の

も
楽
し
い
ね
」と
微
笑
み
ま
す
。

ユ
キ
子
さ
ん
は
仕
事
を
さ
れ

て
い
た
当
時
、
冬
場
な
ど
農

家
の
仕
事
に
行
か
な
い
と
き

に
始
め
た
編
み
物
。
今
も
気

の
向
い
た
と
き
に
編
み
物
を

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

夫
婦
円
満
の
秘
け
つ
を
尋

ね
る
と
「
お
互
い
に
言
い
た

い
こ
と
を
言
い
合
う
こ
と
が

大
切
」
と
言
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
は

「
喧
嘩
を
し
な
い
よ
う
に
二
人

で
仲
良
く
過
ご
し
て
い
け
れ

ば
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

大河原



17

ふるさと昭和ふるさと昭和   ～歴史を訪ねて～～歴史を訪ねて～

「
地
元
で
暮
ら
し
て
」

　

昭
和
村
で
生
ま
れ
育
ち
、あ
っ
と
い
う
間
に
24
年
が
経
ち
ま
し
た
。

年
月
が
経
つ
に
つ
れ
、
地
元
の
仲
間
た
ち
が
少
し
ず
つ
昭
和
村
を

離
れ
、
そ
れ
が
と
て
も
寂
し
く
感
じ
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
私
は
今
で
も
昭
和
村
で
両
親
と
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

マ
メ
で
優
し
い
父
と
一
緒
に
ふ
ざ
け
合
え
る
明
る
い
母
。
こ
の
絶

妙
な
バ
ラ
ン
ス
で
楽
し
い
毎
日
を
送
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

学
生
の
頃
は
ぶ
つ
か
り
合
う
事
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
で

は
毎
日
必
ず
一
緒
に
食
べ
る
夕
ご
飯
が
私
に
と
っ
て
は
一
日
の
疲

れ
を
癒
す
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
小
さ
い
頃
か
ら
面
倒
を
見
て
く
れ
た
祖
父
母
、
近
所

の
方
々
、
た
く
さ
ん
の
方
に
支
え
ら
れ
て
こ
こ
ま
で
育
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

一
生
の
う
ち
で
子
が
親
と
暮
ら
せ
る
時
間
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
の
で
い
つ
か（
ま
だ
ま
だ
先
だ
と
思
い
ま
す
が
）お
嫁
に
行
く
と

き
ま
で
、
こ
の
昭
和
村
で
大
好
き
な
家
族
と
暮
ら
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
最
後
に
一
つ
だ
け
。
健
康
で
長
生
き
し
て
ね
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

次
回
の
登
場
者
は
、
林　

友
子
さ
ん（
24
歳
・
池
原
）で
す
。

石
いし

井
い

　萌
もえ

理
り

さん

（24歳・吹張）

次回登場者紹介

幼馴染みです。

またみんなで飲みましょう。

第29回

神
社
建
築
の
現
状
と
特
徴

昭
和
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会

 

副
会
長　

竹
内　

惣
兵
衛

　

本
村
で
は
、社
寺
調
査
報
告
書

を
平
成
十
四
年
度
及
び
十
五
年
度

昭
和
村
社
寺
調
査
業
務
委
託
に
基

づ
い
て
特
定
非
営
利
活
動
法
人
、

街
・
建
築
・
文
化
再
生
集
団
に
委

託
し
た
。調
査
対
象
は
、神
社
、寺

院
、祠
等
と
し
氏
神
や
庚
申
塔
等

は
対
象
外
と
し
た
。調
査
は
一
次
調

査
と
二
次
調
査
に
分
け
て
行
い
、一

次
調
査
は
「
利
根
郡
誌
」、「
わ
が
赤

城
根
村
誌
」、「
糸
之
瀬
村
誌
」、「
村

誌
久
呂
保
」、「
昭
和
村
の
文
化
財
」

等
の
文
献
を
参
考
に
各
神
社
、寺

院
毎
に
資
料
を
収
集
し
、リ
ス
ト

を
作
成
し
た
。　

　

二
次
調
査
と
し
て
、七
社
五
寺

を
選
定
し
た
。十
四
年
度
は
二
次

調
査
と
し
て
七
社
の
調
査
を
行
い
、

棟
札
や
墨
書
に
よ
る
建
築
年
代
の

確
定
、彫
刻
や
絵
様
の
様
式
に
よ

る
建
築
年
代
の
推
定
を
試
み
た
。

な
お
、今
回
は
六
社
の
建
築
年
代

が
一
社
を
除
き
十
八
世
紀
中
頃
に

集
中
し
て
築
造
さ
れ
て
い
る
。こ
れ

ら
は
技
術
的
に
も
優
れ
て
い
る
事

か
ら
、当
時
の
本
村
が
経
済
的
に
も

豊
か
で
あ
っ
た
事
が
考
え
ら
れ
る
。

一
、箱
根
神
社
・
延
享
四
年

　

（
一
七
四
七
）永
井
「
太
々
神
楽
」

　

村
無
形
文
化
財
指
定

二
、武
尊
神
社
・
寛
延
三
年

　

（
一
七
五
〇
）貝
野
瀬
「
舞
殿
」

　
　

村
重
要
文
化
財
指
定

三
、八
幡
神
社
・
宝
暦
七
年

　

（
一
七
五
七
）川
額

四
、千
賀
戸
神
社
・
明
和
四
年　
　

　

（
一
七
六
七
）橡
久
保

五
、武
尊
神
社
・
明
和
七
年
頃

　

（
一
七
七
〇
）生
越

六
、大
森
神
社
・
安
永
四
年

　

（
一
七
七
五
）森
下

七
、小
高
神
社
・
明
治
十
六

　

（
一
八
八
三
）糸
井
「
神
楽
殿
」

　
　

村
重
要
文
化
財
指
定

武尊神社舞殿八幡宮本殿彫刻
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　第22回良い歯の子と育てた家族の表彰式が３月26
日、村公民館多目的ホールで開催され、45人の３歳
児とその家族が表彰されました。
　式では表彰者を代表して、中川心菜ちゃん・愛子さ
ん親子が堤村長より表彰状と記念品を受け取り、加藤
妙子さんが謝辞を述べました。また、式の後には歯科
衛生士の皆さんによる歯のお話しが行われました。
良い歯の子を紹介します（敬称略）
▶中川心菜、見城心輝、竹之内明紗、星野静空、伊津
野孝太、髙塩奈未、坂本隼、新木沙英、新井弥来、田
口慈人、澤浦光希、星野麗、眞下すみれ、狩野優奈、
保坂蓮介、吉澤政翔、吉澤勇翔、菅沼來未、松井蛍、
藤井麻綺、角田琥星、吉野十和子、目崎莉羅、関上唯
愛、関上遼、鶴淵芙花、篠田彩音、布施遼大、石井碧
人、生方騎人、諸田愛和、大渕心々美、眞下仁香、竹
吉葵、林心愛、坂井琉迦、加藤佑子、髙橋碧天、金井
莉乃彩、須田桜聖、儘田結里菜、茂木大晟、綿貫未都、
石井陸煌、角田蒼唯

良い歯の子とその家族を表彰

表彰を受ける中川心菜ちゃん愛子さん親子

表彰された良い歯の子とその家族

謝辞を述べる加藤妙子さん

　昭和村婦人会（横坂順子会長）では３月24日、

公民館大会議室でゲートキーパー研修会を行いま

した。

　これは、地域のなかで自殺を考えている人に出

会ったとき、悩みや困り事に気付き、声をかけ専

門機関につなぐなど、自殺を防ぐための大切な役

割をする自殺予防の「ゲートキーパー」について

学ぶために行われたものです。

　当日は、利根沼田保健福祉事務所の浦野喜美子

さんを講師に招き、参加したおよそ50人の同会員

が大切な命を守るために様々なことを学びました。

大切な命を守るために

ゲートキーパーの役割を学ぶ婦人会の皆さん

食品見本市で最高賞を受賞
　食品と生活雑貨の見本市「第17回グルメ＆ダ

イニングショー」のフード部門で北毛久呂保（兵

藤武志社長）の「こんにゃくジャーキー」が最高

賞の大賞に選ばれました。

　同社は村商工会の一員として出品。全国から

61点の出品があったフード部門で見事大賞を受

賞しました。

　受賞を受け兵藤社長は「村の特産品であるコン

ニャクを使った製品が全国に広まることで、村の

ＰＲにつながれば嬉しい」と話してくれました。

賞状を手にする兵藤社長
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　村内各小中学校・保育園では３月中、卒業式・卒園

式が行われました。

　昭和中学校では３月13日、卒業生75人が思い出のつ

まった母校から新しい明日へ一歩を踏み出しました。

　卒業式では、卒業生を代表して、渡辺訓史君が「私

たちはこの三年間で大きく成長することが出来ました。

これからは、一人一人それぞれの道を歩んでいきます

が、昭和中での経験を基に夢を実現させていきます」

と答辞。卒業生全員が「仰げば尊し」を熱唱し母校に

別れを告げました。

　このほか、各小学校では25日に79人が、各保育園で

は28日に58人がそれぞれの学び舎を巣立ちました。

新しい明日への第一歩

拍手で送られる卒業生（昭和中）

卒業証書の授与（昭和中） 希望を胸に卒業（大河原小） 卒業おめでとう（子育保育園）

　村文化協会（林信保会長）主催による第33回村民芸能祭が
３月８日、公民館多目的ホールで開催されました。
　今回は大正琴の「ルピナス」、ダンスの「ＪＡ糸之瀬女性
部だんべえ」が初参加。大正琴による見事な演奏や息の合っ
たダンスを披露しました。
　このほか、テージ上では各団体による見事な舞踊や演奏、
歌やダンスなどが51演目にわたって披露され、最終演目で
は参加者全員が「花」を合唱。会場となった公民館多目的ホー
ルから大きな拍手がわき起こっていました。

練習積み重ねた舞や歌を披露

見事な演奏を披露
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行
政
相
談
は
、国
道
・
国
税
・
登

記
な
ど
の
国
の
業
務
、国
民
年
金
・

生
活
保
護
な
ど
に
つ
い
て
の
苦
情

や
意
見
を
受
け
ま
す
。

　

相
談
を
受
け
る
行
政
相
談
員

は
、総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
有

識
者
で
す
。国
の
仕
事
な
ど
に
つ
い

て
、困
っ
て
い
る
こ
と
や
、要
望
が

あ
り
ま
し
た
ら
、お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

■
開
設
日　

５
月
７
日（
木
）

■
開
設
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜

午
後
３
時

■
場
所　

役
場
会
議
室

■
行
政
相
談
員　

角
田
信
明
さ
ん

（
森
下
上
）

昭
和
の
日

記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

道
の
駅「
あ
ぐ
り
ー
む
昭
和
」

　

村
で
は
４
月
29
日
の
「
昭
和
の

日
」に
、道
の
駅
「
あ
ぐ
り
ー
む
昭

和
」で
今
年
も
記
念
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、昭
和
の
時
代
に
流
行
し

た
遊
び
な
ど
を
再
現
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
ぜ
ひ
、お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

■
時
間　

午
前
９
時
45
分
〜

（
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
）

■
内
容　

生
越
太
鼓
の
演
奏
、保

育
園
児
・
コ
ー
ラ
ス
ア
ン
ダ
ン
テ

合
唱
、バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、オ
ー
ル

ス
タ
ー
チ
ア
、い
ち
ご
あ
ん
ぴ
ん

大
福
・
苗
木
の
無
料
配
布
、野
菜
・

農
産
物
加
工
品
の
販
売
な
ど

人
間
ド
ッ
ク
費
用
の

一
部
補
助
の
お
知
ら
せ

保
健
福
祉
課　

内
線
133

　

村
で
は
、
健
康
保
持
や
健
康
水

準
の
向
上
等
を
目
的
と
し
て
、
人

間
ド
ッ
ク
費
用
の
一
部
を
補
助
し

て
い
ま
す
。
受
診
前
に
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

■
国
保
人
間
ド
ッ
ク　

次
の
条
件

を
す
べ
て
満
た
す
人　

①
昭
和
村

国
民
健
康
保
険
加
入
者　

②
国
保

税
の
未
納
が
な
い
世
帯　

③
35
歳

か
ら
74
歳
ま
で
の
人

■
後
期
高
齢
者
医
療
人
間
ド
ッ
ク

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人　

①
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

加
入
者　

②
本
村
に
住
民
登
録
が

あ
る
人　

③
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
未
納
が
な
い
人

■
補
助
額　

２
万
５
千
円（
２
万

５
千
円
未
満
の
場
合
は
支
払
額
）

■
対
象
医
療
機
関　

村
で
認
め
た

医
療
機
関

■
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
保
険

証　

②
印
鑑　

③
医
療
機
関
の
領

収
書　

④
検
査
結
果　

⑤
振
込
口

座
番
号
が
わ
か
る
も
の（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
は
除
く
）

※
人
間
ド
ッ
ク
の
補
助
を
受
け
る

人
は
、
昭
和
村
の
特
定
健
診
と
後

期
高
齢
者
健
診
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
補
助
は
年
度
内
１
回
限

り
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
保
険

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
築
住
宅
及
び
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
金
事
業
に
つ
い
て

建
設
課　

内
線
161

　

昭
和
村
に
定
住
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
村
内
に
新
築
住
宅
を

５
月
７
日（
木
）に

 

行
政
相
談
所
を
開
設

総
務
課　

内
線
112

胃 ガ ン・ 大 腸 ガ ン 検 診 を 実 施 し ま す
胃ガン・大腸ガン健診を実施します。対象となる人
は必ず受診しましょう。
■対象者　40歳以上の人（昭和51年４月１日以前
に生まれた人）
■受付時間　午前８時～午前10時
※印は午前８時～午前９時
■受診料　無料
■受診上の注意　①検診前夜８時以降は飲んだり
食べたりしないでください。②検診当日はたばこを
吸わないでください。③腹部を締め付けない服装で
下着類は金具のないものを着用してきてください。
④問診票は必ず記入し持参してください。
■その他　問診票および大腸ガン検診容器がない
場合はお問い合わせください。また、お使いになら
ない容器はご返却ください。
■問い合わせ　保健福祉課　健康係（内線132）

期　日 場　　所 対　象　地　区

5/22㈮ 保 健 セ ン タ ー 吹張、宿、中宿

5/26㈫ 堤 商 店 集 出 荷 場 入原

5/29㈮ 川額集落センター 川額

5/30㈯
追分住民センター※ 追分、赤谷

保 健 セ ン タ ー 中内出、常木、滝寺

6 / 2 ㈫ 赤 城 原 区 民 館 赤城原、松ノ木平

6 / 4 ㈭ 地域活性化センター 入沢、橡久保

6 / 5 ㈮ 貝野瀬農業構造改善センター 貝野瀬

6 / 7 ㈰ 地域活性化センター 上組、中組、下宿

6 / 9 ㈫
永井住民センター※ 永井

地域活性化センター 鎌沢

6/10㈬ 大河原住民センター 中野、大河原、長者久保

6/15㈪
生越住民センター※ 生越

保 健 セ ン タ ー 南内出、上内出、他で受けられなかった人
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クイズ
キャッ

チボー
ル

広
報 

文
芸

冬
空
に
ひ
と
ひ
ら
白
き
三
日

月 

須
藤　

澄
子

遠
峰
の
夕
陽
映
し
て
雪
解
川

 

杉
木　

哲
二

寒
梅
の
か
ほ
り
さ
そ
わ
れ
散

歩
道 

藤
井　

君
枝

こ
の
風
に
春
の
緞
帳
あ
げ
初

め
り 

梅
沢　

ま
つ

冴
え
返
り
朝
日
が
照
ら
す
武

尊
山 

横
坂　

庄
三

寒
返
り
脱
い
だ
上
着
を
又
着

込
み 

花
茂　

喜
右

特
急
の
瞬
時
に
通
過
春
寒
し

 

真
下　

章
子

寒
戻
り
一
人
居
の
部
屋
広
過

ぎ
し 

小
林　

仁
作

俳

句

夕
暮
れ
の
墨
絵
の
如
き
子
持
山

小
雪
舞
ひ
来
て
子
ら
を
呼
ぶ
声

 

青
木　

剛

畑
の
土
柔
く
盛
り
上
げ
淡
雪
は

朝
日
の
さ
せ
ば
た
ち
ま
ち
消
ゆ

る 

堤　

あ
さ
江

ガ
ラ
ス
戸
に
写
る
は
老
い
し
わ
が

姿
出
渋
る
わ
れ
を
友
は
か
り
た

つ 

新
木　

た
き

こ
ん
に
ち
は
と
高
校
生
は
礼
儀

よ
く
茶
を
預
け
る
わ
れ
に
笑
顔

す 

阿
部　

ト
シ
子

雪
集
め
土
を
ま
じ
へ
し
か
ま
く

ら
の
小
さ
く
な
り
て
孫
の
笑
み

浮
か
ぶ 

林　

千
恵
美

な
ご
り
雪
降
れ
ど
す
ぐ
溶
け
庭

先
に
梅
咲
き
満
ち
て
か
を
り
た

だ
よ
ふ 

藤
井　

君
枝

七
段
の
ひ
な
人
形
を
納
め
つ
つ

「
来
年
ま
た
ね
」
頭
を
な
づ
る

 

和
田　

ひ
と
み

久
び
さ
に
帰
宅
の
孫
は
夕
膳
に

六
人
家
族
揃
ひ
し
を
言
ふ

 

堤　

み
ゑ

短

歌

建
築
さ
れ
る
場
合
に
建
築
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。
ま
た
、
個
人

住
宅
で
行
う
リ
フ
ォ
ー
ム
の
工
事

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
金
交
付
に
は
条
件
が
ご
ざ

い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役

場
建
設
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
な
お
、
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
金
は
工
事
着
手
前
に
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■
新
築
住
宅
補
助
金　

村
内
業
者

が
行
う
場
合
100
万
円
、
村
外
業
者

が
行
う
場
合
80
万
円
と
な
り
ま

す
。

■
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金　

村
内
業

者（
個
人
・
法
人
）が
行
う
20
万
円

以
上（
税
別
）の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

で
補
助
率
10
％
、
補
助
限
度
額
は

20
万
円
と
な
り
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

 

発
症
の
リ
ス
ク
を
少
な
く
す
る 

　

運
動
や
食
事
の
生
活
習
慣
に

気
を
配
る
こ
と
で
、
認
知
症
発

症
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

老
化
に
よ
る
脳
の
病
変
に
脳

を
使
わ
な
い
こ
と
が
加
わ
る
と

認
知
症
の
発
症
や
進
行
を
早
め

ま
す
。

 

脳
の
活
性
化
を
図
る 

　

脳
の
活
性
化
に
は
、
い
ろ
い

ろ
な
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
大

切
な
こ
と
は
楽
し
く
行
う
こ
と

で
す
。
仲
間
と
一
緒
に
昔
の
遊

び
や
仕
事
な
ど
を
語
る
回
想
法
、

認
知
症
⑧

〜
認
知
症
の
予
防
に

 

つ
い
て
の
考
え
方
〜

音
読
や
計
算
な
ど
の
学
習
、
音

楽
や
絵
画
な
ど
の
趣
味
の
活
動

を
通
じ
、
前
向
き
に
生
き
る
意

欲
が
沸
い
て
き
ま
す
。
本
人
が

嫌
が
る
の
に
強
要
す
る
の
は
本

人
の
ス
ト
レ
ス
や
自
信
喪
失
に

つ
な
が
り
、
逆
効
果
の
場
合
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

昭
和
村
で
は
、「
認
知
症
予
防

教
室
」や「
ら
く
ら
く
筋
ト
レ
体

操
」な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

仲
間
と
楽
し
い
時
間
を
共
有
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
認
知
症
の

予
防
や
症
状
悪
化
に
一
定
の
効

果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

新
し
い
春
を
迎
え
、
ま
だ
参

加
し
た
こ
と
の
な
い
方
も
新
し
い

こ
と
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

△

３月号のクイズの答えは、「ウインター」で
した。当選者は次のとおりです（敬称略）。
おめでとうございます。

★広　田　　豊（33歳）鎌　　沢

　いよいよ平成27年度がスタート
しました。今月号では３月議会で承
認された、平成27年度当初予算に
ついてお知らせしました。
　それでは問題です。平成27年度
の一般会計予算は「○○億７，
６００万円」でしょうか？

▲

村に住んでいる人・勤めている人ならどなたで
も応募できます。

▲

賞品＝正解者の中から抽選で
村商工会商品券500円分を差し上げます。

▲

締め
切り＝５月１日（金）。

▲

発表＝「広報しょうわ」
５月号。

▲

答えは必ずハガキに書き、下記要領で
応募してください。

応募規定

こたえ
住所(行政区も)
氏名・年齢
TEL
投稿欄…広報でと
りあげてほしいこと
や気がついたことな
ど書いてください。

37 9 1 2 9 8切
手 昭

和
村
大
字
糸
井
三
八
八

昭
和
村
役
場

企
画
課

広
報
統
計
係
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広く村民の皆さんに呼びかけたいことがあり

ましたら、このページをご利用ください。

information

自
動
車
税
は
６
月
１
日（
月
）

 

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

◆
利
根
沼
田
県
税
事
務
所

　

自
動
車
税
は
、
道
路
の
整
備
だ

け
で
な
く
、
医
療
、
福
祉
、
教
育

の
充
実
な
ど
、
安
心
・
安
全
な
暮

ら
し
を
確
保
す
る
た
め
の
財
源
と

し
て
大
切
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

役
場
出
納
室
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
県
内
金
融
機

関
、
郵
便
局
、
県
税
事
務
所
、
自

動
車
税
事
務
所
、「P

ay

－easy

（
ペ
イ
ジ
ー
）」
対
応
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
、
モ
バ
イ
ル

バ
ン
キ
ン
グ
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
も
納
付

で
き
ま
す
。

　

自
動
車
税
は
役
場
出
納
室
で
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
役
場
で
の
納
付
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

利
根
沼
田
県
税

▼
お
知
ら
せ

事
務
所　

☎
０
２
７
８

－

２
２

－

４
３
３
６
ま
た
は
、
群
馬
県
自
動

車
税
事
務
所　

☎
０
２
７

－

２
６

３

－

４
３
４
３

労
働
保
険
の

 

年
度
更
新
の
お
知
ら
せ

◆
群
馬
労
働
局

　

事
業
主
は
、
新
年
度
の
概
算
保

険
料
を
納
付
す
る
た
め
の
申
告
・

納
付（
労
働
保
険
の
保
険
料
に
関

す
る
法
律
第
15
条
）と
前
年
度
の

保
険
料
を
清
算
す
る
た
め
の
確
定

保
険
料
の
申
告
・
納
付（
労
働
保

険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る

法
律
第
19
条
）の
手
続
き
が
必
要

で
す
。

　

労
働
保
険
の
年
度
更
新
の
手
続

き
が
必
要
な
事
業
場
に
対
し
て
は
、

厚
生
労
働
省
か
ら
、
年
度
更
新
用

の
申
告
書
類
が
６
月
１
日（
月
）ま

で
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

当
該
書
類
が
お
手
元
に
届
き
ま

し
た
ら
７
月
10
日（
金
）ま
で
に
申

告
・
納
付
手
続
を
完
了
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

群
馬
労
働
局
総

務
部
労
働
保
険
徴
収
室　

☎
０
２

７

－

２
１
０

－

５
０
０
１

自
転
車
防
犯
登
録
の

手
数
料
の
値
上
げ
に
つ
い
て

◆（
公
財
）群
馬
県
防
犯
協
会

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
、
自

転
車
１
台
あ
た
り
の
防
犯
登
録
費

用
が
500
円（
非
課
税
）か
ら
600
円

（
非
課
税
）に
な
り
ま
し
た
。

　

登
録
業
務
を
と
り
ま
く
諸
経
費

負
担
分
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
、

登
録
費
用
を
100
円
値
上
げ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　
（
公
財
）群
馬
県

防
犯
協
会
事
務
局　

☎
０
２
７

－

２
２
１

－
２
２
３
０

望
郷
ラ
イ
ン
・
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

 

ラ
イ
ド
参
加
者
募
集

◆
利
根
沼
田
行
政
事
務
所

　

自
然
豊
か
で
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
抜

群
の
「
利
根
沼
田
望
郷
ラ
イ
ン
」

を
会
場
に
、
全
国
か
ら
自
転
車
愛

好
家
を
お
迎
え
し
、
交
通
規
則
・

大
会
規
則
に
従
い
、
交
通
ル
ー
ル

を
守
っ
て
楽
し
く
走
る
長
距
離
サ

イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▼
開
催
日　

８
月
30
日（
日
）

▼
会
場　

昭
和
村
総
合
運
動
公
園

▼
コ
ー
ス　

①
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド

（
110 

㎞ 
）、
②
ミ
ド
ル（
78 

㎞ 
）、
③

シ
ョ
ー
ト（
40 

㎞ 
）、
④
エ
ン
ジ
ョ

イ（
18 

㎞ 
）

▼
参
加
費　

一
般（
高
校
生
以

上
）：
ロ
ン
グ
・
ミ
ド
ル
６
千
円
、

シ
ョ
ー
ト
・
エ
ン
ジ
ョ
イ
５
千
円
、

小
・
中
学
生
：
全
コ
ー
ス
３
千
円

▼
参
加
資
格　

①
小
学
生
以
上
の

　群馬県警察では、不審者情報等の防犯情報や交通安全

情報を上州くん安全安心メールで送信しています。

　配信を希望される方は、是非ご登録ください。

　登録・情報量は無料ですが、通信料は登録者負担とな

ります。

　登録方法は

　１　群馬県警察ホームページ
　２　群馬県警察モバイルサイト
　３　ホームページ、モバイルサイト等からＱＲコード
　等の方法でご自分のメールアドレス等を入力すると登

録手続きが行えます。

　群馬県内で平成26年中に発生した四輪車運転中また

は同乗中の方が被害に遭った交通死亡事故のうち、被害

に遭った方の約３人に１人がシートベルトを着用してい

ませんでした。

　これらの交通事故を分析したところ、大半がシートベ

ルトを着用していれば助かったと思われます。まさに

シートベルトやチャイルドシートは命綱です。

　皆さん、面倒だからといってシートベルトを着用しな

いで運転・同乗していませんか？

　ご自身、そして大切な方を守るため、全ての座席でシー

トベルトやチャイルドシートを正しく着用しましょう。

◎安全・安心情報をリアルタイムに配信中◎ ◎シートベルト・チャイルドシートの着用◎

▼
募　

集
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特設人権相談所
　家庭内や隣近所のもめごとなど

でお悩みの人は、ご相談ください。

村人権擁護委員が相談に応じます。

◆日時：５月７日（木）、午後１時

30分～４時、◆会場：役場会議室

こころの相談
　「眠れない」、「イライラして落ち

着かない」など、心に悩みを持つ

人はご相談ください。専門家が相

談に応じます。◆日時：５月20

日（水）、午前10時～（事前に電話

予約を）、◆会場：沼田保健福祉

事務所☎２３－２１８５

女性相談センター
　パートナーからの暴力やさまざ

まな悩みを持っている女性の相談

や支援を行います。◆日時：平日

午前９時～午後８時、土日祝日午

後１時～５時、◆相談専用電話：

☎０２７－２６１－４４６６

わが村の人口
人　口　7,681人 〔342人〕 （＋62）
　男　　3,835人 〔168人〕 （＋46）
　女　　3,846人 〔174人〕 （＋16）
世帯数　2,633世帯 （＋108）
〔外国人のみ296世帯・混合29世帯〕
※（ ）は前月比〔 〕は外国人の内数

３月末日現在（住民基本台帳人口）

村の面積 64.17 平方キロメートル

そうだんがいど

健
康
な
方
で
各
コ
ー
ス
を
指
定
時

間
内
で
完
走
で
き
る
方
。た
だ
し
、

小
学
生
お
よ
び
中
学
生
は
成
年
の

方
の
伴
走
を
条
件
と
し
ま
す
。
②

18
歳
未
満
の
方
が
参
加
す
る
場
合

は
保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。

③
ロ
ン
グ
・
ミ
ド
ル
・
シ
ョ
ー
ト

の
参
加
に
つ
い
て
は
、
中
学
生
以

上
に
限
り
ま
す
。

▼
申
込
期
間　

５
月
１
日（
金
）〜

６
月
30
日（
火
）定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り

▼
申
込
方
法　

参
加
申
込
書（
昭

和
村
役
場
企
画
課
で
配
布
）に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
誓
約
書
に
署

名
押
印
の
う
え
参
加
費
を
添
え
現

金
書
留
に
て
次
の
宛
先
ま
で
郵
送

▼
宛
先
・
問
い
合
わ
せ　

望
郷
ラ

イ
ン
・
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ラ
イ
ド
実

行
委
員
会
事
務
局（
利
根
沼
田
行

政
事
務
所
）〒
３
７
８

－

０
０
３

１　

沼
田
市
薄
根
町
４
４
１
２　

☎
０
２
７
８

－

２
２

－

４
３
３
８

今・月・の・納・期
　　国民健康保険税１期、介護保
険料１期、後期高齢者医療保険料
１期、保育料４月分、学校給食費
４月分は、４月30日（木）が納期で
す。納期内納付にご協力ください。

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付

特
例
申
請
に
つ
い
て

　

学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、

平
成
26
年
度
に
保
険
料
納
付
を
猶

予
さ
れ
て
い
る
方
で
、
平
成
27
年

度
も
引
き
続
き
在
学
予
定
の
方
へ
、

３
月
下
旬
に
基
礎
年
金
番
号
等
が

印
字
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生

納
付
特
例
申
請
書
が
送
付
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

同
一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て
い

る
方
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事

項
を
記
入
し
返
送
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
、
在
学
証
明
書
ま
た
は
学

生
証
の
写
し
の
添
付
な
し
で
平

成
27
年
度
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

（
ハ
ガ
キ
が
送
付
さ
れ
な
か
っ
た

方
や
平
成
27
年
度
分
か
ら
希
望
さ

れ
る
方
は
、
在
学
証
明
書
ま
た
は

学
生
証
の
写
し
の
添
付
が
必
要
で

す
。）

　

な
お
、
平
成
27
年
度
は
学
生
納

付
特
例
制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険

料
の
納
付
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は

納
付
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、

渋
川
年
金
事
務
所
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
渋
川
年
金

事
務
所　

☎
０
２
７
９

－

２
２

－

１
６
０
７
ま
た
は
、
役
場
総
務
課

住
民
係　

☎
０
２
７
８

－

２
４

－
５
１
１
１
ま
で
。

窓
口
窓
口で

す

※ 

掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、

届
出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

３
月
届
出
分

う
ぶ
ご
ええええ

□
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

根　

岸

関せ
き

上が
み　

夢ゆ
う
が翔
く
ん

一　

也

美　

沙

さ
ん
の
子
３
月
２
日
生

吹　

張

角つ
の

田だ　

幸こ
う

志し

朗ろ
う

く
ん

大　

輔

靖　

恵

さ
ん
の
子
３
月
19
日
生

常　

木

斉
藤　

き
み
さ
ん

90
歳　

３
月
11
日
没

入
原
下

堤　

ツ
ネ
子
さ
ん

82
歳　

３
月
14
日
没

中　

宿

茂
木　

重
雄
さ
ん

89
歳　

３
月
15
日
没

生　

越

星
野　

良
雄
さ
ん

80
歳　

３
月
16
日
没

大　

堀

原　

照
雄
さ
ん

75
歳　

３
月
19
日
没

常　

木

加
藤　

よ
さ
ん

91
歳　

３
月
20
日
没

池　

原

𠮷
澤　

安
治
さ
ん

91
歳　

３
月
31
日
没

お
く
や
みみみみ

■
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

FM  OZE行政情報番組
とれたて情報昭和村
放送日：毎週土・日
　　　　午前９時50分～10時

タイトルコール：新中学一年生
　４月は「昭和の日」記念イベン

トの情報をお伝えします。
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